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報
酬
調
査
は
、
平
成
１７
年
１２
月

３１
日
現
在
の
全
国
７
７
８
市
を
対

象
に
、
各
市
議
会
の
正
副
議
長
、

議
員
等
の
報
酬
の
支
給
状
況
な
ど

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

も
の
。

調
査
結
果
は
、
１７
年
中
に
合
併

が
あ
っ
た
２
２
３
市
と
合
併
が
な

か
っ
た
５
５
５
市
に
分
け
、
さ
ら

に
５
５
５
市
の
う
ち
「
１
市
複
数

報
酬
制
度
」
を
適
用
し
て
い
る
３

市
と
、
適
用
し
て
い
な
い
５
５
２

市
に
分
け
て
ま
と
め
て
い
る
。

全全
国国
７７
７７
８８
市市
のの
議議
員員

報報
酬酬
のの
平平
均均
月月
額額

全
国
７
７
８
市
（
１７
年
１２
月
３１

日
現
在
）
の
市
議
会
議
員
の
平
均

報
酬
月
額
は
４１
・
５
万
円
、
前
年

平
均
額
（
７
３
５
市
、
４２
・
４
万

円
）
と
比
べ
て
０
・
９
万
円
の

減
。
同
じ
く
議
長
の
平
均
は
５１
・

９
万
円
で
前
年
（
５２
・
８
万
円
）

比
０
・
９
万
円
の
減
。
副
議
長
の

平
均
は
４５
・
７
万
円
で
前
年
（
４６

・
７
万
円
）
比
１
・
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
全
国
７
７
８
市
の
う
ち

５９
市
が
、
１
市
複
数
報
酬
制
度
を

適
用
し
て
い
る
�
表
１
参
照
。

「「
５５
５５
２２
」」
市市
のの
議議
員員

報報
酬酬
のの
支支
給給
状状
況況

１７
年
中
に
合
併
が
な
く
１
市
複

数
報
酬
制
度
を
適
用
し
て
い
な
い

５
５
２
市
（
以
下
「
５
５
２
市
」
）

の
議
員
の
報
酬
月
額
は
平
均
４３
・

４
万
円
で
前
年
比
０
・
５
万
円
の

減
で
４
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。
議

長
の
平
均
は
５３
・
３
万
円
で
前
年

比
０
・
４
万
円
の
減
、
副
議
長
の

平
均
が
４７
・
１
万
円
で
前
年
比
０

・
４
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
�

表
２
参
照
。

「
５
５
２
市
」の
う
ち
１７
年
中
に

議
員
報
酬
に
変
動
（
改
正
議
員
報

酬
条
例
に
適
用
）
が
あ
っ
た
の
は

６１
市
（
５
５
２
市
に
占
め
る
割
合

は
１１
・
１
％
）
で
、
変
動
し
た
額

の
平
均
は
１
・
４
万
円
の
増
。
変

動
の
内
訳
は
、
減
額
し
た
の
が
４３

市
（
同
７
・
８
％
）
で
、
平
均
１

・
７
万
円
の
減
。
増
額
し
た
の
は

１８
市
（
同
３
・
３
％
）
で
平
均
８

・
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

前
号
に
引
き
続
き
、
全
国
市
議
会
議
長
会
が
ま
と
め
た
平
成
１７
年
１２
月
３１
日
現
在
の
「
市
議
会
議
員
定

数
・
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
の
報
酬
関
係
を
み
る
と
、
全
国
７
７
８
市
の
う
ち
１７
年
中
に
合
併
が
な

く
１
市
複
数
報
酬
制
度
を
適
用
し
て
い
な
い
５
５
２
市
の
議
員
の
平
均
報
酬
月
額
は
４３
・
４
万
円
。
前
年

平
均
と
比
べ
て
０
・
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
５
５
２
市
で
１７
年
中
に
議
員
報
酬
に
変
動
が

あ
っ
た
の
は
６１
市
。
そ
の
う
ち
減
額
し
た
の
は
４３
市
で
平
均
１
・
７
万
円
の
減
。一
方
、増
額
し
た
の
は
１８

市
で
平
均
８
・
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
は
８
月
３１
日
付
で
全
市
に
送
付
済
み
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1628号９月１５日平成18年
（2006年）

平成１７年

議議
員員
報報
酬酬
のの
平平
均均
月月
額額
４４３３
・・
４４
万万
円円

４
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
―
本
会
調
査

〈表１〉 全国７７８市の市議会議員の平均報酬月額

議員報酬
（万円／月）
４３．３
２９．３
４３．４
３７．１
３７．０
２９．７
３９．６
４５．３
０．０
４５．３
４１．５

副議長報酬
（万円／月）
４７．２
５３．２
４７．１
４２．０
４１．９
３９．８
４２．７
４８．７
０．０
４８．７
４５．７

議長報酬
（万円／月）
５３．３
６０．０
５３．３
４８．５
４８．４
４７．２
４８．８
５６．６
０．０
５６．６
５１．９

市数

５５５市
３市
５５２市
２２３市
２２１市
５６市
１６５市
２市
０市
２市
７７８市

区 分

合併なし
１市複数報酬制度適用 あり
１市複数報〃制度適用 なし

合併あり
１回

１市複数報酬制度適用 あり
１市複数報〃制度適用 なし

２回
１市複数報酬制度適用 あり
１市複数報〃制度適用 なし

全国平均

２
面
に
続
く

〈表２〉「５５２市」の人口段階別の平均報酬月額

＊市数欄の（ ）内は、１７年中に議員報酬に変動があった市の数

報酬月額（万円）
（平成１７年１２月３１日現在）

議員

３３．２７

４０．６１

４８．７４

５６．６７

５９．３３

６４．１６

７４．８１

４３．４０

副議長

３５．８２

４３．５９

５２．８１

６２．８４

６４．７２

７１．１９

８５．５７

４７．１４

議長

４１．３８

４９．３５

５８．９４

６９．８３

７１．１６

７８．９８

９６．４４

５３．２７

＊
市数

１７７市
（２８市）

１８３市
（１４市）

１０４市
（１２市）

３１市
（２市）

１９市
（４市）

１５市
（１市）

２３市
（０市）

５５２市
（６１市）

区分

人口

５万未満

５～１０万

１０～２０万

２０～３０万

３０～４０万

４０～５０万

５０万以上

平均

報酬月額（万円）
（平成１６年１２月３１日現在）

議員

３４．２０

４０．７０

４８．７０

５６．７０

５９．８０

６４．３０

７５．１０

４３．９０

副議長

３６．８０

４３．６０

５２．７０

６２．３０

６５．００

７０．９０

８４．９０

４７．５０

議長

４２．４０

４９．４０

５８．９０

６９．１０

７１．９０

７８．５０

９５．４０

５３．７０

市数

２１４市

２２５市

１１９市

４０市

２６市

１９市

２９市

６７２市

注：小数点第２位以下を四捨五入

大竹 邦実

（１） 平成１８年９月１５日 第１６２８号
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役役
員員
市市
事事
務務
局局

長長
会会
議議
をを
開開
催催
本 会

各各
委委
員員
長長
職職
へへ
のの

報報
酬酬
のの
加加
算算
状状
況況

１７
年
中
に
合
併
が
な
く
１
市
複

数
報
酬
制
度
を
適
用
し
て
い
な
い

「
５
５
２
市
」
の
う
ち
、
常
任
委

員
会
の
委
員
長
職
に
報
酬
を
加
算

し
て
い
る
の
は
１
５
１
市
（
５
５

２
市
に
占
め
る
割
合
は
２７
・
４

％
）
で
、
平
均
加
算
額
は
１
・
６

万
円
。
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

長
職
へ
の
加
算
は
１
４
７
市
（
同

２６
・
６
％
）
で
、
平
均
加
算
額
は

１
・
６
万
円
。
特
別
委
員
会
の
委

員
長
職
へ
の
加
算
は
４８
市
（
同
８

・
７
％
）
で
、
平
均
加
算
額
は
２

・
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
�
表

３
参
照
。

合合
併併
市市
のの
報報
酬酬
状状
況況

１７
年
中
に
合
併
が
あ
っ
た
「
２

２
３
市
」
の
議
員
報
酬
の
平
均
月

額
は
３７
・
１
万
円
、
議
長
報
酬
の

平
均
月
額
は
４８
・
５
万
円
、
副
議

長
報
酬
の
平
均
月
額
は
４２
・
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
�
表
１
参
照
。

な
お
、
「
２
２
３
市
」
の
う
ち

５６
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
村

の
議
員
報
酬
が
、
合
併
後
も
引
き

続
き
支
給
さ
れ
て
い
る
。

◇

全
市
の
デ
ー
タ
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

本
会
は
９
月
４
日
、
「
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
標
準
市

議
会
会
議
規
則
等
検
討
会
」
（
座

長
�
加
藤
正
美
・
藤
沢
市
議
会
事

務
局
長
）
を
開
催
。
「
標
準
市
議

会
会
議
規
則
」
と
「
標
準
市
議
会

委
員
会
条
例
」
の
一
部
改
正
案
に

つ
い
て
最
終
協
議
を
行
っ
た
。

同
検
討
会
は
、
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
５
月
１
日
に
設

置
さ
れ
た
も
の
。
会
長
市
の
議
会

事
務
局
長
を
座
長
と
し
、
部
会
長

市
の
議
会
事
務
局
長
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

重
ね
て
き
た
改
正
案
と
現
行
の
会

議
規
則
等
を
対
比
し
、
最
終
の
素

案
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
こ

の
結
果
、
更
に
調
整
が
必
要
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
座
長
に
一
任
す

る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
最
終
的
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
会
議
規
則
等
は
１０
月
中
に

も
、
全
市
へ
送
付
す
る
予
定
。

海海
自自
艇艇
誤誤
射射
事事
故故
でで

緊緊
急急
要要
請請
――
基基
地地
協協

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
９
月
１１
日
、
「
海

上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
誤
発
射
事

故
に
係
る
緊
急
要
請
」
を
行
っ

た
。こ

の
緊
急
要
請
は
９
月
５
日
、

青
森
県
む
つ
市
の
海
上
自
衛
隊
大

湊
地
方
総
監
部
に
停
泊
中
の
ミ
サ

イ
ル
艇
か
ら
、
２０
ミ
リ
機
関
砲
が

陸
地
方
向
へ
誤
発
射
さ
れ
た
事
故

の
発
生
に
伴
い
行
わ
れ
た
も
の
。

幸
い
人
命
に
被
害
が
な
か
っ
た
も

の
の
近
隣
に
は
民
家
等
が
あ
り
、

一
歩
間
違
え
れ
ば
大
惨
事
に
な
り

か
ね
な
い
事
故
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
同
協
議
会
で
は
、
額
賀

�
志
郎
・
防
衛
庁
長
官
ら
防
衛
庁

幹
部
に
対
し
、
事
故
原
因
の
究
明

を
求
め
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止

に
万
全
を
尽
く
す
よ
う
求
め
た
。

当
日
は
、
石
川
会
長
と
宮
下
順

一
郎
・
副
会
長
（
む
つ
市
議
会
議

長
）
が
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

本
会
の
国
松
会
長
ら
地
方
六
団

体
代
表
は
８
月
３０
日
、
自
由
民
主

党
本
部
で
開
か
れ
た
総
務
部
会
関

係
合
同
会
議
に
出
席
、
政
府
予
算

の
概
算
要
求
に
向
け
、
地
方
交
付

税
総
額
の
確
保
な
ど
地
方
行
財
政

関
係
事
項
の
要
望
を
行
っ
た
。

六
団
体
を
代
表

し
、
全
国
知
事
会

の
加
戸
守
行
・
愛

媛
県
知
事
は
▽
地
方
分
権
推
進
法

の
早
期
制
定
▽
真
の
地
方
自
治
の

確
立
に
向
け
た
地
方
分
権
改
革
の

実
現
▽
地
方
公
共
団
体
の
安
定
的

な
財
政
運
営
に
必
要
な
交
付
税
総

額
の
確
保
―
―
な
ど
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
合
同
会
議
で
は
、
基

地
関
係
団
体
が
１９
年
度
基
地
関
係

対
策
予
算
の
拡
充
等
を
要
望
。
本

会
か
ら
は
基
地
協
議
会
の
石
川
和

夫
会
長
（
福
生
市
議
会
議
長
）
が

出
席
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
９
月
４

日
、
正
副
会
長
・
監
事
・
部
会
長

市
で
構
成
す
る
役
員
市
事
務
局
長

会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
座
長
に
会
長
市
の

加
藤
正
美
・
藤
沢
市
議
会
事
務
局

長
を
選
出
。
本
会
事
務
局
か
ら
平

成
１９
年
度
本
会
予
算
の
見
通
し
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
財

政
基
盤
検
討
委
員
会
の
下
に
設
置

さ
れ
た
幹
事
会
�
本
紙
第
１
６
１

８
・
１
９
号
参
照
�
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

同
幹
事
会
は
８
月
２５
日
、
市
町

村
合
併
の
進
展
に
よ
る
市
数
の
増

加
に
伴
い
、
各
市
負
担
金
総
額
の

収
入
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
１９
年
度
以
降
の
各
市
負
担
金

に
つ
い
て
引
き
下
げ
を
含
め
見
直

す
こ
と
―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

負
担
金
改
正
案
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
改
正
案
は
、
１１
月
８
日
に

開
催
の
財
政
基
盤
検
討
委
員
会
で

協
議
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
本
会
委

員
会
規
程
改
正
や
１９
年
度
地
方
財

政
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

の
橋
本
敬
史
・
老
人
医
療
企
画
室

長
補
佐
が
「
医
療
制
度
改
革
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

〈表３〉「５５２市」の各委員会の正副委員長職への報酬加算状況

特 別
副委員長

３２

５．８

１．７

特 別
委員長

４８

８．７

２．９

議会運営
副委員長

５３

９．６

１．３

議会運営
委 員 長

１４７

２６．６

１．６

常 任
副委員長

５６

１０．１

１．３

常 任
委員長

１５１

２７．４

１．６

区 分

加算している
市数 （市）

「５５２市」に
対する割合（％）

平均加算額
（万円）

１
面
か
ら
続
く

分
権
推
進
法
の
制
定
な
ど

要
望

自
民
党
総
務
部
会
等
合
同
会
議

標標
準準
会会
議議
規規
則則
等等

のの
改改
正正
案案
をを
協協
議議
本 会

合同会議に出席する六団
体代表。左端は国松会長

役員市局長会議のもよう

第１６２８号 平成１８年９月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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前
号
に
引
き
続
き
、
７
月
中
旬
以
降
に
開
か
れ
た
本
会
の
各
委
員

会
で
行
わ
れ
た
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
受
益

者
で
あ
る
自
動
車
利
用
者
が
道
路

整
備
費
用
を
負
担
す
る
制
度
。
道

路
特
定
財
源
に
は
、
揮
発
油
税
や

自
動
車
重
量
税
な
ど
の
税
目
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
に
定
め
ら
れ
た

本
則
税
率
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

税
率
に
つ
い
て
は
現
在
、
道
路
網

を
早
急
に
整
備
す
る
た
め
、
揮
発

油
税
で
は
本
則
税
率
に
対
し
２
倍

の
暫
定
税
率
を
課
す
な
ど
、
自
動

車
利
用
者
に
重
い
負
担
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
財
源
に
つ
い
て
は
昨
年
１２

月
、
政
府
・
与
党
に
よ
り
「
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
基

本
方
針
」
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
同
財
源
に
つ
い
て
は

一
般
財
源
化
を
図
る
こ
と
を
前
提

に
、
本
年
の
「
歳
入
・
歳
出
一
体

改
革
」
で
、
納
税
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
具
体
案
を
得
る
こ
と
と
さ

れ
た
。

ま
た
、
基
本
方
針
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
本
年
７
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」

に
盛
り
込
ま
れ
、
１９
年
度
予
算
編

成
へ
向
け
た
議
論
の
中
で
、
同
財

源
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
年
内
に
も
見
直
し
に
関

す
る
具
体
案
が
示
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

の
論
議
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
の
債
務
処
理
が
１８
年
度
で
完
済

し
、
１９
年
度
予
算
で
「
余
剰
」
が

生
じ
る
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
余
剰
」
は

国
の
シ
ー
リ
ン
グ
で
道
路
整
備
事

業
が
抑
制
さ
れ
た
結
果
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
進
め
る

べ
き
事
業
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
強
調
し

て
お
き
た
い
。

自
動
車
、
石
油
業
界
な
ど
各
界

の
反
応
も
、
道
路
特
定
財
源
の
不

合
理
な
使
途
の
見
直
し
に
は
「
反

対
」
。
道
路
整
備
以
外
に
転
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
「
暫
定
税
率
を
廃

止
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
利
用
者
も
約
６

割
が
道
路
の
改
良
を
希
望
し
、
特

に
生
活
道
路
の
改
良
を
最
優
先
に

進
め
て
ほ
し
い
と
の
結
果
が
、
日

本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
「
道

路
の
満
足
度
と
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
年
６

月
、
国
土
交
通
省
で
は
、
「
道
路

整
備
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
」

を
取
り
ま
と
め
た
。

同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
道
路
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
の
対
応
に
当
た

り
、
中
期
的
な
道
路
整
備
目
標
を

設
定
。
整
備
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業
費
を
試
算
し
た

と
こ
ろ
、
維
持
・
修
繕
・
更
新
や

事
業
中
区
間
の
残
事
業
だ
け
で
も

５８
兆
円
の
事
業
費
が
必
要
と
の
結

論
が
導
き
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
費
は
、
１８
年
度
道
路
整
備
予

算
規
模
５
・
９
兆
円
を
維
持
、
確

保
し
た
と
し
て
も
概
ね
１０
年
分
に

相
当
す
る
事
業
量
で
あ
る
。

本
年
末
ま
で
に
は
、
真
に
必
要

な
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
議
論
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
道
路

特
定
財
源
の
使
途
な
ど
を
決
定
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街

地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活

性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法

律
」
（
以
下
「
中
心
市
街
地
活
性

化
法
」
と
い
う
）
は
、
「
都
市
計

画
法
」
と
「
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
」
と
合
わ
せ
「
ま
ち
づ
く
り

三
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
中
心
市
街
地
活
性
化

法
に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月
３１
日

に
改
正
法
が
成
立
し
、
６
月
７
日

に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
日
は
政
令

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
８
月
下
旬
頃
の
施
行
を
予
定

し
て
い
る
。

改
正
法
施
行
後
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
本
部
長
と
し
た
全
閣
僚
で

組
織
す
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化

本
部
」
を
内
閣
に
設
置
。
基
本
方

針
策
定
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
、
基
本
方
針
の
本
部
決
定
と

閣
議
決
定
を
９
月
頃
ま
で
に
経

て
、
年
内
に
は
第
１
号
の
基
本
計

画
の
認
定
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

基
本
計
画
は
、
基
本
方
針
に
基

づ
き
市
町
村
が
作
成
。
こ
の
基
本

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
今

回
の
法
改
正
等
に
よ
り
、
主
な
記

載
事
項
に
「
都
市
福
利
整
備
事

業
」
「
住
宅
供
給
及
び
居
住
環
境

向
上
の
た
め
の
事
業
」
な
ど
が
追

加
さ
れ
た
。
病
院
や
公
民
館
、
市

民
セ
ン
タ
ー
等
の
都
市
福
利
施
設

を
都
市
中
心
部
に
設
置
し
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
街
な
か
へ
の
住

民
の
居
住
を
促
す
こ
と
で
、
中
心

市
街
地
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

同
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容

が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
認

定
後
に
講
じ
ら
れ
る
支
援
措
置

も
、
▽
暮
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
再
生

事
業
の
創
設
▽
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
拡
充
▽
中
心
市
街
地
内
へ
の

事
業
用
資
産
の
買
換
え
特
例
の
創

設
（
所
得
税
・
法
人
税
）
▽
中
心

市
街
地
整
備
推
進
機
構
の
拡
充
▽

中
心
市
街
地
共
同
住
宅
供
給
事
業

の
創
設
▽
街
な
か
居
住
フ
ァ
ン
ド

の
拡
充
▽
空
き
店
舗
へ
の
大
型
小

売
店
舗
出
店
時
の
規
制
緩
和
▽
戦

略
的
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化

支
援
事
業
の
拡
充
―
―
な
ど
に
よ

る
制
度
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法

に
よ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
中
心

市
街
地
の
要
件
は
、
�
相
当
数
の

小
売
商
業
者
や
都
市
機
能
が
集
積

し
て
い
る
�
機
能
的
な
都
市
活
動

の
確
保
ま
た
は
経
済
活
力
の
維
持

に
支
障
が
認
め
ら
れ
る
�
都
市
機

能
の
増
進
等
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
が
市
町
村
や
周
辺
地
域
の

発
展
に
有
効
か
つ
適
切
で
あ
る
―

―
こ
と
。
た
だ
し
、
大
都
市
部
や

合
併
を
実
施
し
た
市
町
村
等
で

は
、
中
心
市
街
地
が
各
市
町
村
に

一
か
所
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
必

要
性
と
緊
急
性
を
勘
案
し
順
次
認

定
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
回
の
制
度
改
正
に
当
た
っ
て

は
、
本
年
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
、
市
町
村
の
方
々
に
向
け
た
説

明
会
を
開
催
し
て
き
た
。
今
後
も

順
次
、
時
期
を
見
て
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
７
月
１９
日
の
建
設
運
輸
委
員
会

で
の
講
演
よ
り
）

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�２�

建
設
運
輸
委
員
会

道
路
行
政
の
現
状
と
課
題

国
土
交
通
省
道
路
局
企
画
課
長

岡
本

博
氏

中
心
市
街
地
活
性
化
法
等
の
施
行

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

大
藤

朗
氏

（３） 平成１８年９月１５日 第１６２８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
８
月
３１
日
、
「
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の

更
な
る
推
進
の
た
め
の
指
針
」
を

策
定
し
、
各
地
方
公
共
団
体
が
こ

の
指
針
に
沿
っ
た
一
層
の
行
革
推

進
に
努
め
る
よ
う
通
知
し
た
。
こ

れ
は
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条

の
１７
の
５
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ

れ
た
も
の
。

同
指
針
は
、
１７
年
３
月
２９
日
に

「
新
地
方
行
革
指
針
」
が
策
定
さ

れ
た
後
、
本
年
に
入
り
「
行
政
改

革
推
進
法
」
と
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

改
革
法
」の
成
立
・
施
行
や「
骨
太

方
針
２
０
０
６
」
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
地
方
行
革
の
更
な
る

推
進
を
図
る
た
め
策
定
さ
れ
た
。

今
回
の
指
針
で
は
、
�
総
人
件

費
�
公
共
サ
ー
ビ
ス
�
地
方
公
会

計
―
―
に
つ
い
て
、
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
示
し
て
い
る
。

�
の「
総
人
件
費
改
革
」で
は
、

今
後
５
年
間
で
５
・
７
％
の
国
家

公
務
員
定
員
純
減
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
地
方
公
務
員
も
同

程
度
の
純
減
を
図
る
と
と
も
に
、

定
員
純
減
を
２
０
１
１
年
度
ま
で

継
続
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
給
与
に
つ
い
て
も
、
公

民
比
較
の
較
差
算
定
方
法
を
検
証

し
、
公
民
較
差
の
よ
り
一
層
の
精

確
な
算
定
に
努
め
る
な
ど
、
地
域

民
間
給
与
の
更
な
る
反
映
に
取
り

組
む
よ
う
促
し
て
い
る
。

�
の
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
」

で
は
、
事
業
の
内
容
や
性
質
に
応

じ
た
仕
分
け
を
実
施
し
た
う
え
で

検
討
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
や
実
施
主
体
の
総
点
検
を
行
う

よ
う
要
請
。
ま
た
、
官
民
間
で
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
者
を
入

札
で
決
定
す
る
「
市
場
化
テ
ス

ト
」
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

�
の
「
地
方
公
会
計
改
革
」
で

は
、
貸
借
対
照
表
や
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
、
純

資
産
変
動
計
算
書
の
４
表
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
未
利
用
財
産
の

売
却
促
進
等
を
内
容
と
す
る
資
産

・
債
務
改
革
の
方
向
性
と
具
体
的

な
施
策
の
策
定
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
開
示
を

徹
底
し
、
外
部
監
査
制
度
を
有
効

活
用
す
る
な
ど
、
住
民
監
視
の
強

化
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
し
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
の
平
成
１８

年
度
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

都
市
行
政
調
査
団
、
米
国
・
カ
ナ

ダ
都
市
行
政
調
査
団
、
第
２８
次
中

国
友
好
訪
問
団
の
一
行
は
、
そ
れ

ぞ
れ
９
月
下
旬
か
ら
１０
月
中
旬
に

か
け
て
出
発
す
る
。

調
査
団
と
訪
問
団
は
、
各
国
の

市
議
会
、
関
係
機
関
や
施
設
な
ど

を
公
式
訪
問
し
、
地
方
自
治
制
度

や
市
議
会
の
実
情
等
を
調
査
す

る
。
ま
た
、
「
高
齢
者
福
祉
」「
都

市
環
境
整
備
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
各
都
市
の
特
色
あ
る
施
策

等
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
予
定
。

各
コ
ー
ス
の
日
程
と
主
な
訪
問

先
（
予
定
）
等
は
次
の
と
お
り
。

【
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都

市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１８
年
９
月
２７

日（
水
）〜
１０
月
６
日（
金
）

▽
参
加
人
数
�
１２
市
１６
人

（
団
長
�
渡
辺
隆
弘
・
郡
山
市

議
会
議
員
）

▽
訪
問
先
�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
�

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
議
会
、
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
議
会

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
�
ハ
ミ
ル

ト
ン
市
議
会
、
ワ
イ
タ
ケ
レ
市

ゴ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー

【
米
国
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政
調
査

団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１８
年
１０
月
１１

日（
水
）〜
１０
月
２０
日（
金
）

▽
参
加
人
数
�
１８
市
２７
人

（
団
長
�
古
田
澄
信
・
各
務
原

市
議
会
副
議
長
）

▽
訪
問
先
�
ア
メ
リ
カ
�
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
市
議
会
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
議
会

カ
ナ
ダ
�
デ
ル
タ
市
議
会
、
シ

ュ
メ
イ
ナ
ス
タ
ウ
ン

【
中
国
友
好
訪
問
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１８
年
１０
月
１２

日（
木
）〜
１０
月
２０
日（
金
）

▽
参
加
人
数
�
５
市
８
人

（
団
長
�
松
井
健
一
・
川
口
市

議
会
議
員
）

▽
訪
問
先
�
全
国
人
民
代
表
大
会

常
務
委
員
会
、
北
京
市
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
、
大
連
市

人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会

第第��回回地地域域医医療療政政策策セセミミナナーー
全国自治体病院経営都市議会協議会は、加盟市議会
・組合議会を対象に、自治体病院の制度・運営をはじ
めとした地域医療政策に関するセミナーを、下記のと
おり開催いたします。
開催通知は８月２１日付けで、当協議会加盟市・組合
宛てに送付しております。

記
◆開催日時：平成１８年１０月３０日（月）１３：００～１６：３０
◆開催場所：都市センターホテル ３階「コスモスホール」

（東京都千代田区平河町２－４－１）
◆講演内容：
１．「ＰＦＩによる病院の維持管理・運営事業」

八尾市立病院事務局長 阪口 明善 氏
２．「宮城県立病院の改革と課題」

宮城県病院事業管理者 久道 茂 氏

◆対 象：全国自治体病院経営都市議会協議会の加
盟市議会・組合議会の正副議長、議員、
議会事務局職員、病院関連事務局職員等

◆参 加 費：無料（協議会加盟市以外は１人２，０００円）
◆申 込 み：送付済の参加申込書にて
◆申込期限：９月２９日（金）
◆問 合 せ：全国市議会議長会 担当：政務第二部

TEL ０３‐３２６２‐５２３６ FAX ０３‐３２６３‐５７５１

市
議
会
議
員
共
済
会
は
、
平
成

１９
年
４
月
１
日
か
ら
の
議
員
年
金

制
度
改
正
に
当
た
り
「
議
員
年
金

制
度
改
正
の
し
お
り
」
（
Ａ
４
版

９
頁
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
冊
子
は
共
済
会
の
全
会
員

（
議
員
）
に
配
布
す
る
も
の
で
、

９
月
１３
日
付
で
各
市
議
会
事
務
局

に
一
括
送
付
し
て
い
ま
す
。

地地
方方
行行
革革
のの
更更
なな
るる
推推
進進
をを

総
務
省
が
新
指
針
を
通
知

「「
議議
員員
年年
金金
制制
度度
改改
正正

のの
しし
おお
りり
」」をを
送送
付付

共済会

な
ど

豪州・ニュージーランド調査団
米国・カナダ調査団
中国訪問団が出発
各国の市議会 訪問―本会

第１６２８号 平成１８年９月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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